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第４８３回（定例）福崎町議会会議録  

平成３１年３月２２日（金）  

午前９時３０分   開   会  

 

  １．平成３１年３月２２日、第４８３回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。  

 

  １．出席議員     １２名  

      １番  松 岡 秀 人       ８番   山 口   純  

      ３番  三 輪 一 朝      １０番   冨 田 昭  市  

      ４番  北 山 孝 彦      １１番   小 林   博  

      ５番  前 川 裕 量      １２番   石 野 光  市  

      ６番  河 嶋 重一郎      １３番   城 谷 英  之  

      ７番  木 村 いづみ      １４番   高 井 國  年  

 

  １．欠席議員      １名  

      ２番  柴 田 幹 夫  

 

  １．事務局より出席した職員  

    事 務 局 長  木ノ本 雅 佳  主       査  塩  見 浩  幸 

 

  １．説明のため出席した職員  

    町 長  橋 本 省 三  副 町 長   尾 﨑  吉 晴  

    教 育 長   髙 寄 十 郎  上下水道事業管理者   近 藤  博 之  

    技 監  吉 栖 雅 人  会 計 管 理 者   小 幡  伸 一  

    総 務 課 長  山 下 健 介  企 画 財 政 課 長   吉 田  利 彦  

    税 務 課 長  尾 﨑 俊 也  地 域 振 興 課 長   松 田  清 彦  

    住 民 生 活 課 長   谷 岡 周 和  健 康 福 祉 課 長   三 木  雅 人  

    農 林 振 興 課 長   松 岡 伸 泰  ま ち づ く り 課 長   福 永    聡  

    上 下 水 道 課 長   成 田 邦 造  学 校 教 育 課 長   岩 木  秀 人  

    社 会 教 育 課 長   大 塚 久 典  

 

  １．議事日程  

    第 １ 一般質問  

 

  １．本日の会議に付した事件  

    第 １ 一般質問  

 

  １．開会及び開議  

 

議    長  皆さん、おはようございます。  

       ただいまから、本日の会議を開きます。  

       ただいまの出席議員数は１２名でございます。  

       定足数に達しております。  

       なお、本日の会議に柴田議員から欠席届が出ておりますので、報告しておきま

す。 

       それでは、これより本日の日程に入ります。  
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       本日の日程は、お手元に配付しております議事日程に記載のとおりであります。  

 

日程第１ 一般質問  

 

議    長  日程第１は、一般質問であります。  

       それでは、通告順に発言を許可いたします。  

       １番目の質問者は、三輪一朝議員であります。  

       質問の項目は  

       １、大災害発生時の自治体機能確保のための仕組みづくりと、自治体としての

災害対応に向けた力量の獲得について  

       ２、福崎町公営住宅長寿命化計画における今後の進め方について  

       以上、三輪議員。  

三輪一朝議員  議員番号３番、三輪一朝でございます。大災害発生時の自治体機能確保のため

の仕組みづくりと、自治体としての災害対応に向けた力量の獲得について、こ

ちらから一般質問をさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。  

       近年の日本の災害で、どこにでも発生し得るものに地震と豪雨があると言われ

ております。豪雨につきましては、近年、線状降水帯という気象用語も生まれ

ております。気象庁の定義によりますと、非常にややこしいのですが、次々と

発生する発達した積乱雲が文字どおり列をなして、数時間にわたりましてほぼ

同じ場所を通過したり、また停滞したりすることでつくり出されます線状に伸

びる長さ５０キロから３００キロ、また幅で言いますと２０キロから５０キロ

メートル程度の強い降水を伴う雨域とされてございます。この線状降水帯によ

ります豪雨は、平成２６年８月の広島市の土砂災害、そして平成２９年７月の

九州北部豪雨、目新しいところでは昨年７月の西日本豪雨などがございます。

そういったところでは、時間雨量が１００ミリ、また２４時間雨量５００ミリ

という非常に激しい雨が発生しております。  

       このご当地の兵庫県におきましては、皆様もご存じのとおり平成２１年８月の

佐用町の豪雨がございました。こちらでは３時間雨量が１８６ミリ、２４時間

降水量が３２７ミリであったそうです。ということもございましたりして、最

初に申し上げましたとおり、線状降水帯は条件がそろいますと、どこでも発生

するとされ、本町におきましても被害に遭わないとは言えないというふうに認

識をしております。  

       そして、こういった大災害が発生いたしますと、自治体にとりまして極めて著

しい混乱が生じることになります。まず、職員自体の安否確認。そして災害対

策本部の設置、そして運営。また災害発生直後に極めて困難とされます被害状

況の把握、そして整理。そして、救助、救急。また物流障害となります道路の

瓦れきの撤去。そして、大量に発生いたします災害ごみの対応。また、避難所

の開設と運営。そして、避難生活の支援。そして、大災害ほど発生すると言わ

れておりますが、二次災害の防止対応。そしてライフラインの復旧。罹災証明

書の発行。また、仮設住宅の建設など、極めて広範囲で多岐にわたる対応を実

施して、住民の生命、財産、社会経済活動への早期の支援、被害の軽減を求め

られるということがございます。  

       こういった大災害が発生いたしますと、これら膨大で多様な行政サービスの需

要が発生いたします。そして、こういった需要を自治体として提供していく、

なおかつ効果的、効率的また迅速に行うことが求められてまいります。しかし、

これらの対応には、大混乱でありましょうから、膨大なマンパワーと情報です
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とか、いろいろな問題があり、そしてその中でマンパワーの総量ですね、全体

量にも限界が出てきましょうから、ほかの自治体やボランティアなどの人的な

受援、援助を受ける計画と物質的物資の受援も不可欠となってこようかと思い

ます。  

       国のほうでは平成２７年に水防法の改正を行いました。ここでは、１，０００

年に一度の頻度で発生する豪雨によります洪水浸水時に想定されます浸水想定

区域図が発表されております。本町に関連いたします河川では、市川の本流、

市川の支流の影響がまだ考慮されていないとされておりますが、市川本流の浸

水想定区域図が発表されてございます。市川本流と申し上げましたので、七種

川でございますとか、雲津川、あるいは平田川など県が指定します二級河川、

また本町の上流域にございます市川町瀬加を流れる岡部川ですとか、神河町越

知谷の越知川など、多数の市川支流が与える影響は考慮されていないとされて

おります。  

       今、申しましたこの市川本流だけの浸水想定区域図によりますと、本町の施設

が被災するであろう浸水深ですね、浸水の深さが０．５メートルから３メート

ル未満、そして３メートル以上５メートル未満というふうな浸水の深さが示さ

れております。その０．５メートルから３メートルでは、例えば災害対策本部

が予定されております役場の本庁舎、文化センター、そして文化センター東に

先般増設されたばかりの防災備蓄倉庫、あるいは体育館、エルデホール、福田

の水源地、図書館、浄化センターなど。そして、３メートル以上５メートル未

満の浸水深と予想されておりますのは、福崎幼児園、また福崎小学校などがご

ざいます。  

       今後、発表されます七種川ですとか雲津川など、多くの支流の影響が加味され

ますと、七種川に隣接いたします福田水源地や、高岡の七種川のはたにありま

す第二防災備蓄倉庫も被災し、住民への影響が増大していくのではないかと想

定をするものです。その他、山崎にございます直谷川、また西田原の谷川とい

うこういった河川は本町が管理する河川でありますが、こういった河川の影響

や、平成３０年７月の西日本豪雨で発生しましたため池の決壊というリスクも

無視できないということが言えるのかもしれません。  

       また、先ほども少し触れましたが、役場のことにつきましては、地下燃料タン

クであります役場にございます非常用自家発電装置も地下タンクの関係で使え

ない、また役場車両の水没ですとか、あるいは市川と七種川の間に立地いたし

ております中播消防署、また、福崎警察署は３メートル程度の浸水深というこ

とが想定されておりまして、機能を発揮できにくいと想定されます。  

       そこで、お尋ねいたします。大規模災害に被災することが想定にない自治体が

大半とも言われてございます。本町は地域防災計画が立案されてございまして、

それに基づいて運用しているということなんですが、この地域防災計画に想定

被害というものがこちらには書いております。これを上回る大規模災害に被災

する可能性というものについて、どのようなご認識であるのか、お尋ねいたし

ます。  

住民生活課長  地震につきましては、直下型地震での震度６強を想定しております。そして、

水害につきましては、１００年確率の雨によります浸水想定としておりました

が、先ほど議員も言われましたように市川におきましては昨年、県が１，００

０年に一回程度起こる大雨、想定最大規模降雨によります浸水想定区域を発表

しましたが、今の防災計画ではそこまでの想定はしておりません。  

       市川以外の県管理河川の想定災害規模降雨につきましては、今年の７月ごろに
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県が発表する予定でございますので、それらの浸水想定も踏まえまして、地域

防災計画の改定について県の助言もいただきながら進めていきたいと、このよ

うに考えております。  

三輪一朝議員  町のほうもそういった、７月を待ってというところで、そういったことを進め

ていただくということで、よろしくお願いしたいと存じます。  

       そうしますと、防災につきましては、ハード面ですね。例えば、堤防の高さを

高くするとか、あるいは仕組みですね、それをソフト面だとしますと、いろい

ろな対応があると思うのですが、当然その中でハード面の整備や拡充というこ

とは当然のことながら非常に大切ではあると思うのですが、県が想定をしてお

ります１，０００年に一度の豪雨に対応するハード面の整備は、また拡充につ

きましては、現実的ではないとは思うのです。いくら財源があっても、非常に、

１，０００年に一度に対応できる財源も当然ございませんし、そこまでの部分

は、あればいいのですが、ちょっと無理ではないかと思っております。  

       しかしながら、ハード面につきましても財源の範囲とかいろいろな制約もござ

いますが、少しずつ、また、ソフト面につきましても仕組みにつきましても少

しずつ、今、課長もおっしゃっていただきました１，０００年に一度の対応と

いうこともそういったことに組み込まれていくのではないかと思うのですが、

そういった充実を進めていくという必要がございます。  

       そして、ある先生の言葉になりますが、防災・減災・縮災ですね。災害を縮め

ると書いて縮災と言いますが、世界的権威でもございます関西大学社会安全研

究センター長河田教授がいらっしゃいます。非常に防災面で著名な方でいらっ

しゃいますが、昨年７月の西日本豪雨災害におきまして、被災自治体の業務継

続計画、そして受援計画の未作成ということが多数あったようでして、この未

作成によりまして自治体が混乱して住民への影響が生じたということをおっし

ゃっております。業務継続計画と申しますのは、災害時に、自治体であります

行政みずからも被災して、人・物・情報等、利用できる資源ということで制約

が生まれる状況になります。そういった非常に厳しい状況の中で、非常時に優

先する業務を特定して、業務の執行体制や対応手順、また継続に必要な資源の

確保を図っていく、またそういったことで行政が機能不全に陥ることを避ける、

またそれによって多くの業務を早く自治体ができるようになるというふうな効

果がございます。  

       そして、一方では、東日本大震災を受けまして災害対策基本法が改正されまし

て、地方公共団体、自治体ですね、福崎町は、地域防災計画を定めるに当たり、

円滑に受援できる、援助を受けることができるよう配慮することという条文で

ありますとか、円滑な相互応援の実施のために、相互応援に関する協定の締結

や共同防災訓練の実施など必要な措置を講ずるよう努めることという、この二

つの条文が追加をされたりしてきております。  

       現時点における本町の状況では、地域防災計画の中では、円滑に受援できるこ

とに配慮するということについては残念ながら不十分ではないかと思っており

ます。その中で、災害時に応援を受けつつ資源を適切に配分するという非常に

困難な問題が発生しますが、またそれと被災地に入る人的資源や物的資源を正

確に把握するということに当然なってきます。そうして、災害対応の優先課題

が出てまいります。そして、これに沿ってその資源を効率的に配分、配置する

ことが重要とされます。応援、あるいは受援の状況を取りまとめ、資源管理と

いう言葉を使うようですが、これを確実にできるかどうかが鍵となり、そして

訓練なしにはこれはできないということも言われつつあります。先般、大災害
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がございました熊本の地震ですと、熊本市におきましては受援計画の策定がな

されておらず、かなり混乱したということが言われてございます。ということ

で、自治体は災害時におけます業務継続計画の策定を通じて、災害対応業務並

びに通常業務で継続すべき業務と、それを分ける、整理するということが求め

られており、その実効性を確保するためにも受援が欠かせないと思います。  

       そして、本町では、先ほども申し上げました災害対策基本法に関係しますそう

いった災害に対応するため、地域防災計画が既に作成されてはいるものの、職

員、庁舎、関係機関が被災をしないという前提、大半がその前提であろうと思

うのですが、業務継続計画の考え方が全て組み込まれていないように感じてお

ります。そして、その業務継続計画の策定の効果、ちょっと順序が逆になった

わけなんですが、地域防災計画や災害対応マニュアルでは必ずしも明らかでな

かった、行政も被災する深刻な事態を考慮した非常時優先業務の執行体制です

とか、その対応手順が明らかとなって、行政が機能不全になることを避けて、

非常時優先業務を的確かつ迅速に実施することに寄与するとされてございます。  

       そこで、お尋ねしたいと存じます。本町におきます防災、減災、縮災、災害を

縮めるということになりますが、そういったソフト面の対応といたしまして、

業務継続計画、また受援計画を作成する前の評価という段階にはなると思うん

ですが、その評価をされたことがございましたのでしょうか。もし、評価をさ

れている場合、どのような評価とされたのか、お尋ねいたします。  

住民生活課長  業務継続計画につきましては、災害時に行政みずからも被災し、資源制限下で

あっても災害対応等の業務を適切に行うための計画で、必要性は十分認識して

おるところでございます。また、業務に必要な人的及び物的資源の不足につき

まして、外部からの応援を受け入れる計画であります受援計画につきましても、

業務継続計画の実効性を高める計画であると、このように考えております。  

三輪一朝議員  きちんとそういったお考えを持っていらっしゃるということで、非常に安心を

いたしました。  

       そうしますと、今度は、次のステップに入って行くわけなんですが、大災害と

いうものにつきましては、発生の頻度ということでは低いとは思うのですが、

発生した場合に、町民を初めとしまして、町域に存在する企業などにかなりの

影響を与えると想定がされるわけです。この業務継続計画、あるいは受援計画

を策定することで、大混乱の中、一番判断あるいは決定に苦慮されるのが橋本

町長であろうかと思うのですが、この決定をされるということで、決断業務が

的確でスピーディーなものに導くことになって、町長ご自身の負担軽減となっ

たり、また役職員をはじめまして、いつまでに何をどうすべきかを理解の上に

進めることができて、非常に有用であろうと思うのです。  

       そこで、お尋ねしたいのですが、大災害のリスクマネジメントに有効でござい

ます業務継続計画、あるいは受援計画の策定につきまして、その策定予定とい

いますか、そういった予定はございますのでしょうか。そのことについて、お

尋ねいたします。  

住民生活課長  業務継続計画につきましては、案は作成済みでございまして、今後、関係各課

との最終調整を行いまして、計画を策定していきたいとこのように考えており

ます。受援計画のほうにつきましては、策定済みの他市町の事例も参考にしま

して、計画策定に向けての検討をしていきたいと、このように考えております。  

三輪一朝議員  その中でもう一点お尋ねしたいのですが、時間的な軸で申しますと、いつごろ

とかということを考えていらっしゃったら、そのことについてもお尋ねしたい

と存じます。  
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住民生活課長  業務継続計画につきましては、すぐにできるのではないかというふうに思って

おりますが、受援計画につきましては、他市町の事例を見てみますと、結構な

量でもございますので、それにつきましてはまだ具体的にいつというのは考え

ておりませんけれども、できるだけ早いうちということでは作成していきたい

というふうには思っております。  

三輪一朝議員  そうしましたら、作成は当町のいろんな要素も入ってきたりして大変だろうと

は思うのですが、どうぞよろしくお願いしたいと存じます。  

       次の質問に移ります。  

       大災害に被災された自治体トップの言葉ということで、総務省でしょうか、が

いろんな自治体のトップ、陸前高田でありますとか、この近所ですと豊岡市、

先ほどの地震の関係もございました熊本市の各市長さんなりが大災害に被災さ

れたときの苦労といいますか、ということで、非常に重い中身だと思うのです

が、書いた、こういったものがございます。  

       この中には、一つ目として、平時の訓練、通常のときの訓練と備えがなければ、

危機への対処はほとんど失敗する。  

       二つ目といたしまして、大規模災害発生時の意思決定の困難さは、想像を絶す

る。また、何よりもトップとしての判断を早くするということで、これも非常

に難しいということを言っております。そして、そういった言葉など、非常に

当時の当事者として苦労をされた生々しい言葉が入っております。ということ

で、その平時の準備としまして、今、課長のほうからも言葉を頂戴しました、

業務継続計画と受援計画をつくりたいということ。そして、あと、つくった後

の訓練が必要になろうと思います。机上訓練、あるいは実地の訓練、いろいろ

あると思うのですが、机上の訓練であっても非常に効果が高いとは思います。

次に大混乱を想定した中での災害対策本部運営訓練、思ったとおりにならない

よということを言っているので、トラブルが発生すれば発生するほど有用です

よというふうなことも言われているようです。  

       そして、三つ目として、避難所開設運営体制の整備と訓練、これも非常に混乱

した中で、トイレが足りないですとか、物資が来ない、あるいはいろんな物資

の売り込みですとか、相当な、またそれと大半の人が体育館とかに入れないと

しますと、グラウンドとかでの車の中での避難とか、そういったことも発生し

たり、いろんなことに対応する必要があるよということも言っております。こ

ういったこと、運営体制の整備と訓練。そして、あとインフラ関係になります

が、上水道の供給停止を想定して、井戸を持っている住民、また、この町内で

すと、井戸を保有の住民が多々あると思うのですが、そういった住民との間の

緊急時の井戸使用協定の締結、保健所のチェックとかも要るかと思うのですが、

そういったことを、平時の準備、やれるときにやっておいたほうがいいよとい

うことがこういったものに、別のものにも書いてございます。  

       そして、先ほども申し上げましたように、実地ではなくとも、机上の訓練も非

常に効果が高いと考えるのですが、大混乱を想定した訓練を実施することで、

町のトップの皆様、また、あらゆる階層の職員の方々の意思決定力、あるいは

判断力、行動力について、災害に対する力量というものが向上していくことが

期待をされると思います。また、失敗する訓練を行うことで得るものが多いと

もされます。訓練という準備を行うことによりまして、災害発生時の関係者の

過度の負荷を軽減するということにも結びつこうかと思います。  

       そこで、お尋ねいたします。自治体といたしましての災害対応に向けた力量の

獲得や向上というものが非常に大切になってくると思うのですが、今もお尋ね
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しました業務継続計画、あるいは受援計画などの災害対応計画を策定した上で、

自治体機能を確保のための大混乱を想定した環境下で訓練を行い、また失敗も

あったりして、問題点を発見できる訓練が望ましいということで思うようにな

っております。ということで、本町におきましては訓練の内容、また進め方に

ついてどうあるべきと考えていらっしゃるのか、お尋ねいたします。  

住民生活課長  平成２８年度に、深夜、早朝などの勤務時間外に大規模地震が発生直後に参集

した限られた人員によりまして災害対策本部を設置したことを想定しました図

上訓練を実施しております。本部へ集まる報告、要請等のさまざまな情報を集

約、管理するとともに、必要な応急対策を検討、協議することで、震災時対策

のイメージを習得しまして、職員の災害対応能力の育成、向上を図っておりま

す。こうした訓練につきましては、必要でございまして、引き続き実施してい

きたいというふうには考えております。また、平成２９年に実施いたしました

消防、警察、自衛隊などと連携しました総合防災訓練、こちらにつきましても

定期的に実施をしていきたいというふうには考えております。  

三輪一朝議員  非常に配慮のある訓練ということで、これからも、なかなか難しいと思うんで

すが、よろしくお願いしたいと存じます。  

       そうしましたら、次の質問に移ります。  

       大災害が発生した直後、あるいは発生中なんですが、電話が通じない、あるい

は極めて大量の１１９番とか１１０番、また役場への電話、そういったものが

ふくそうすると思うのですが、そういった発生中や直後につきましては救急車

を呼んでも来ることができない、また警察、消防、そして自治体、こちらの役

場も混乱をしているだろうと思うのです。ということから、対応がほぼ困難に

なってこようかと思うのです。ということで、地域住民が隣人、隣の人を助け

る共助、ともに助けるということが命をつなぐ重要な要素ということとされて

ございます。ということで、地域防災力の基本は、自助、みずから助ける。そ

してみずから助かった後は共助、隣人を助ける。そして公助、公の助けですね。

とされておりまして、今、申し上げましたように自助が共助を可能にして、そ

して共助が公助を可能にしていくと。そして、行政の負担を軽減していくこと

に直結していくんだということが言われております。なかなか隣の方を助けて

いくということは難しいのですが、これも非常に重要なことかと思います。  

       そして、何回も申し上げましたように、防災におきましては人命を守るという

ことが第一となるわけなんですが、過去の災害の教訓というものはなかなか人

間は生かすことが不得手なようでして、東日本大震災の津波情報、警報では、

沿岸人口の９４％から９６％が避難していないとか、あるいは昨年７月の西日

本豪雨、特に広島地区に限ってなんですが７４％が避難をしていない、そうい

ったデータもあるようでございます。つまり、消防、警察、自治体が災害発生

前に緊急性をいくら住民に伝達しても、住民の多くが避難しないということで、

そういった問題が出てきてございます。  

       そして、倉敷市真備町でも犠牲者が５１名出たそうです。そのうちの４６名が

高齢者ということで、多くの方々が自宅の１階で亡くなられております。つま

り、早期の避難所への移送、移っていただくことが望まれるんですが、なかな

か情報を捉えていただけない、また災害が発生しつつある状況ですと、なかな

か移送という物理的なことも問題となって、手おくれになるんだと思います。  

       こういったことからも、困難な問題ではあるのですが、自治体や関係機関は共

助をいかに進展させていくかが問われている、そんな時代になってきておりま

す。役場の人員もそんなに増えておりませんし、効率を求めておりますので、
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なかなか大災害発生時には手が回りにくいというのが実態であろうと思うので

す。 

       そこで、お尋ねしたいのですが、本町におきます現時点の平時におきます共助

の考え方について、見込まれる方向性ですとか、あるいは将来のあるべき姿と

の差異、将来的なビジョンがこうあって、今はこうだからその間を縮めるとい

うことなりについて、現時点におきまして本町の捉え方、あるいは考え方、ま

た具現化に向けた施策はどのようにしていらっしゃるのか、お尋ねいたします。  

住民生活課長  現在、自律（立）のまちづくり交付金事業を活用しまして、自治会単位での防

災訓練を実施されている地区もありまして、平常時から災害対応能力を高めて

いただいておるところでございます。こういった取り組みをより多くの自治会

で行っていただけるよう、こちらのほうも指導しておるところでございます。  

       また、健康福祉課におきましては、地域包括ケアシステム構築の取り組みの中

で、区長や民生委員などの協力を得ながら、避難行動要支援者の個別支援計画

の作成も現在進めていただいておりますので、そういった面からも共助の力を

発揮していただけるというふうに考えております。  

三輪一朝議員  そちらの取り組みにつきましても、どうぞよろしくお願いして、そうすると、

役場も非常に、対応ということで進展してくるかと思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。  

       そうしましたら、次の質問に移らせていただきます。  

町    長  総括的に三輪議員のこの災害時における分野についての私の考え方を述べさせ

ていただきたいと思います。  

       当然、今、担当課長が答弁申し上げたとおりであります。自助、共助、公助と

いったような観点、そこに入ってくるのがもう一つ、互助、互いに助けるとい

ったような観点が入ってくるわけでありまして、当然、地域防災計画に基づく

ものといったような事柄もありますし、その中におけるそういったような要支

援者の登録等々も必要ですし、それら等が警察署、消防署、当然、本人の承諾

の上でありますけれども、そういったような形の中での登録部分があるという

形があろうかと思います。平時と違ったような形にはなっておるわけでありま

すけれども、しかしながら、福崎町の地域というんでしょうか、地形そのもの

も考えていただきたいといったように思います。中国山脈で三方囲まれておる

わけでありますけれども、その真ん中におきます分野の平地が福崎町であると。

そういったような形の中での取り組みのあり方といったような形になるのでは

ないのかなというように思うわけでありまして、一番最初に大雨が降った段階

における、そういう大水の出水等々の段階における分野でも、一定の分野で食

いとめるような形にもなっておりますし、今、現在、力を入れております公共

下水道等々を含んだ雨水対策、こういったような事柄にも力を入れさせていた

だいておるところであります。  

       また、３年、４年ごとにというような形の中ではあるんですが、総合防災訓練、

これら等は、確実に開いてほしい。これはもう私の公約でありまして、その中

で、私がなった段階で、もうすぐにこの分野はさせていただきました。当然、

地元警察におけるところに窓口があるわけでありますけれども、そういったよ

うなところを含んだ形の中で、どのような形の分野が必要であるのかといった

ようなところ。そういったような災害がいく場合には、福崎町だけが被災を受

けておるわけではないと。それら等は大きな範囲で受けておりますので、それ

ぞれの役割、行政、福崎町は福崎町の役割がありますし、消防、警察、自衛隊、

それぞれこれら等も、戦略というんでしょうか、戦力というんでしょうか、そ
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ういったようなものはもう決まっておるところであります。  

       当然、中播磨管内におけます市川のこの流れの中におけます分野につきまして

は、下流域における分野で弱いところといったような形は、もう常にあらわれ

ておりまして、それら等は準備をしておるといったような形になろうかと思い

ます。福崎町にとりましても、防災備蓄倉庫、これら等、東大貫で第１号を設

置させていただき、第２号を長野橋といったような形、この第３号をこのたび

体育館の前に、駐車場のところへつけさせていただいたという形になっており

まして、それら等の活動を含めた形の中での消防の訓練であるとか、そういっ

たような事柄に図っていただいているところであります。  

       なおかつ、住民の皆様方、先ほどこれも担当課長が申し上げたとおりでありま

して、各集落において自治会単位の防災訓練をお願いしているところです。自

主防災組織をつくってくださいと言ってから、もう早くも二十数年たっておる

わけですね。再度、新たにそういったようなものをつくっていただきたいとい

うお願いをして、今、１４集落がそういったように交付金を使った形で訓練を

しましたよと、こういう形であるわけでありますけれども、これら等はやはり

強くそういったようなものは望んでいかなければならないと、このように思っ

ているわけであります。受け身だけではなしに、当然、行政のほうから働きか

けをするといったような形であります。  

       自立のまちづくり交付金事業、このたびは自立の立を律する律から立つの立に

といったような位置づけを変えさせていただきました。そういう形の中での取

り組みもお願いしたいところでありまして、区長様方、村の役員の皆様方にそ

のような形で訴えかけをしていきたいというように思っております。  

       いずれにいたしましても、防災におけます分野につきましては、福崎町の場合

は背景に山崎断層があると、その中におけます分野で、市川でありますとか七

種川、こういったようなところを含めてと、また田原地区における分野では谷

川であるとか、そういったようなところもございます。人がいないところであ

ったとしても被災しているというのが現実でありまして、それら等にも対応を

させていただかなければならないという形になっておりますので、そこら辺を

含めた形の中での取り組みをさせていただきたいと、このように思います。  

三輪一朝議員  町長から非常に、この町の置かれる立場の部分という中身の中で、災害を軽減

する、あるいは防災に縮災、そういったところでのお考えをお聞きしました。

この部分につきましても継続をしていただいて、災害に強いまちづくりという

ことでお願いしたいと存じます。ありがとうございました。  

       そうしましたら、次の質問に移らせていただきます。  

       福崎町公営住宅等長寿命化計画、平成２６年６月に策定されておりますが、こ

の計画における今後の進め方ということでお尋ねしたいと思います。よろしく

お願いいたします。  

       平成１０年に福崎町公営住宅マスタープランが先に策定されてございます。そ

して、今、申し上げた、平成２６年に福崎町公営住宅等長寿命化計画が策定さ

れたという時間的な流れがございます。これにつきましては、福崎町公営住宅

マスタープランを先につくっていたわけなんですが、これを進めるに際して、

いろんな時代の流れとともに予定してたことと、差といいますか、乖離が生じ

たことで、改定、変更すべき内容を加味されたということで、この新たな福崎

町公営住宅等長寿命化計画が策定されたということで認識をしております。  

       そして、この計画に基づきまして、平成３０年度から福崎の駅前団地、駅の少

し北にございますが、こちらの建て替えを実施中でございます。そして、それ
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が終わりますと、この計画書では２０２２年、平成ではないので西暦を使いま

すが、この２０２２年度から大門団地を建て替えるということで計画では上が

っております。その中で、一方では、情報は確かではないのですが、大門団地

は建て替えないというふうな、そんなこともちらちら聞いたことがございます。

もしそうなりますと、その計画の変更ということになってまいりますので、要

支援世帯数が大幅に減少したり、そういったことで必要な住宅戸数が減少した

り、もろもろの環境ですとか、情勢が変化したというとこでの変更になると思

うのですが、この建て替えないという情報については、そのとおりなのか、ど

うなのか。当然、またいろんな問題もありましょうが、この情報につきまして、

お尋ねいたします。  

住民生活課長  議員もご存じのように福崎町公営住宅等長寿命化計画では、建て替えの優先順

位１位が駅前団地、優先順位２位が大門団地となっておりまして、計画内容に

つきましては、変わってはおりません。現在、駅前団地を建てているところで

すので、すぐに大門団地をどうするのかという具体的なところまでは検討して

おりませんが、変更等がございましたら、計画の中で見直しはしていきたいと

いうふうに考えております。  

三輪一朝議員  そうしますと、この長寿命化計画を変更するのでありますと、いろんな手続で

すね、計画の変更の手順を踏むということの認識でいいということでよろしい

のでしょうか。  

住民生活課長  計画の変更、見直しをするのでありましたら、その条例に基づきました手順を

踏むということになります。  

三輪一朝議員  そうしましたら、いろいろな手順もございましょうが、住宅のそういった戸数

なりの確保を含めた町情勢を勘案しながら、この計画を進めていただきますよ

うお願いして、一般質問を終了させていただきます。  

議    長  次、２番目の質問者は、河嶋重一郎議員であります。  

       質問の項目は  

       １、鳥獣害対策について  

       ２、農業委員会について  

       ３、介護サービスについて  

       ４、臨時休校の授業時間減少対策について  

       以上、河嶋議員。  

河嶋重一郎議員 議席番号６番、河嶋重一郎です。議長の許しを得て、質問をさせていただきま

す。 

       まず、鳥獣被害防止総合対策事業についてお尋ねします。  

       ここ数カ月、岐阜県で発生しました豚コレラ感染が愛知県、長野県、大阪府、

滋賀県へと拡大しております。岐阜県では１００頭を超える野生のイノシシの

感染が確認されております。福崎町内は、養豚農家はないそうですが、野生イ

ノシシは多数おります。気がかりなところです。  

       さて、最近は獣害対策とジビエ料理、野生鳥獣の料理に対する関心が高まり、

新聞、テレビ、報道で毎週のように流れております。関心が高まるのも当然だ

と思います。そのような中で、農林水産省は２０１９年度予算概算決定では、

鳥獣害防止対策とジビエ利用推進として、１０３億６，９００万円を計上、市

町村が作成した被害防止計画に基づく取り組みを総合的に支援する鳥獣被害防

止対策総合交付金に１０２億２，７００万円を措置するとあります。交付金対

象には侵入防止柵の整備などハード対策と、人材育成や新技術の実証などソフ

ト対策があります。ハード対策には侵入防止柵のほかに処理加工施設、捕獲技
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術高度化施設、焼却施設などがあります。ソフト対策では、鳥獣被害対策実施

隊、民間団体による地域ぐるみの被害防止活動などを支援する新技術として、

スマートフォンによるわなの遠隔操作など、ＩＣＴ、情報推進技術を活用した

スマート捕獲も推進するとあります。このような国の施策の中、当町における

鳥獣害防止対策、有害駆除対策についてお尋ねします。  

農林振興課長  平成３０年に平成３１年度から平成３３年度の福崎町鳥獣被害防止計画の見直

し案について県と協議を行いました。この計画はおおむね３年間の有害鳥獣の

被害防止計画でありまして、対象鳥獣の種類、計画期間、対象地域、被害の軽

減目標、今後の取り組み方針、捕獲等に関する事項、防護柵の設置等を定めて

おります。平成３１年度から平成３３年度の計画について、主な変更点は、被

害額の目標値を１年当たり１９０万円から３割減の１４０万円に減少させるこ

と。捕獲計画としましては、近年の実績値を参考にしまして、シカ７０頭から

８０頭に、イノシシ１２０頭から１００頭とし、ハクビシンについても被害を

確認すれば、駆除許可が可能となるようにしております。また、この計画には

各集落等からの防護柵の設置予定も示しております。  

河嶋重一郎議員 よくわかりました。昨年３月の定例議会の一般質問において、近年、近隣で増

えておりますアナグマ、ハクビシンの捕獲ができないかとお願いしておりまし

たところ、早速、被害を確認すればハクビシンについては駆除許可が可能とし

ていただきましたことを厚くお礼申し上げておきます。アナグマについても、

今後とも早急に許可が出るようにお願いしておきたいと思います。  

       次に、鳥獣害アンケート調査についてお尋ねします。  

       このことにつきましては、兵庫県が毎年行っている鳥獣アンケートを当町にお

いても行っているようですが、お尋ねします。  

       まず、１点目、アンケート調査の目的と対象範囲をお尋ねします。  

農林振興課長  調査の目的は、シカやイノシシなどの農作物被害が増大する中、今後の被害対

策や捕獲の補助事業、狩猟期間の調整などを検討する資料とすると聞いており

ます。また、野生動物による被害問題を県民全体で幅広く共有していただくこ

と、調査結果により近隣や広域的な状況も把握でき、農家自身の対策にも役立

てることとしております。対象は、町内全ての集落となっております。  

河嶋重一郎議員 はい。よくわかりました。今後も続くと思いますが、このアンケート調査によ

る福崎町における被害動向をお尋ねいたします。  

農林振興課長  アンケート調査によります福崎町の被害動向につきましては、定量的なデータ

ではないため、被害額などの数値的なことはわかりませんが、近年のシカの被

害はほぼ横ばい状況で、イノシシについてはやや増加傾向にあり、特に八千種

地区、高岡地区での被害が大きくなっています。一方、県全体の被害動向とし

ましては、平成２５年、シカ１億８，０００万円の被害、捕獲３万９，０００

頭が、平成２９年は１億円、３万８，０００頭に。平成２５年、イノシシ２億

７，０００万円、１万５，０００頭が平成２９年、１億８，０００万円、１万

６，０００頭に。平成２５年、アライグマ９，０００万円、４，２００頭が、

平成２９年５，７００万円、４，５００頭となっています。福崎町における被

害状況は、中播農業共済組合のデータによりますが、平成２６年、シカ被害面

積４．３ヘクタール、金額２０万円が、平成２９年、２．５ヘクタールで２２

万円に。平成２６年、イノシシ被害面積５．３ヘクタール、２５２万円が、平

成２９年、２．３ヘクタール、１８３万円となっております。そのほか、町へ

の駆除依頼につきましては、平成２６年１５件が、平成２９年２５件、平成３

０年は途中経過ですが４０件となっております。  
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河嶋重一郎議員 それでは、アンケート調査の対象が町内全ての集落とのことですので、できれ

ば、町内のアンケート結果を見てみたいものですので、また要望しておきます。  

       次に、兵庫県ではストップ・ザ・獣害という事業に取り組んでいると聞いてお

りますが、どのような事業ですか。効果が出ているようであれば、当町でも考

えられてはどうかと思いますが。  

農林振興課長  県のストップ・ザ・獣害は、平成２５年から始まった事業で、集落のわなの管

理者や捕獲班の活動に対し、現地指導員を派遣して、技術支援を行っておりま

す。少し古いデータとなりますが、平成２５年、平成２６年の捕獲頭数を比較

すれば、講習なしの１集落当たりの捕獲頭数４．４頭が、講習ありでは８．５

頭と倍近くの効果がありました。町では毎年捕獲免許の更新前に各集落や営農

組合に指導免許取得の助成制度の案内を通知し、獣害対策の知識や技術向上の

促進を行っております。平成３０年はある集落の役員が免許を取得しました。

県のストップ・ザ・獣害につきましても、今後、広報や案内等で周知を図って

いきます。  

河嶋重一郎議員 よろしくお願いしておきます。  

       次に、野生動物育成林整備事業についてお尋ねします。  

       平成２６年度より取り組んでいる事業と聞いておりますが、取り組みのある地

区と面積、その効果が出ておれば効果、今後の予定があれば予定をお聞かせい

ただきたいと思います。  

農林振興課長  野生動物育成林整備事業は、県民緑税を活用し、野生動物による農作物の被害

や人への精神的、身体的被害が生じている地域において、人と野生動物のすみ

分けを図るため、バッファーゾーンを設け、生息地となる広葉樹林の整備を行

います。事業は初年度に測量調査を行い、２年目に伐採等の整備を行います。  

       当町では平成２５年に採択となり、田原地区６．９ヘクタール、次に田口地区

７ヘクタール、さらに亀坪地区１２．３ヘクタールの計２６．２ヘクタールを

整備しました。整備後は山裾部分の見通しがよくなり、野生動物の被害も少な

くなったと聞いておりますが、その後の良好な環境の維持が大変であるとも聞

いております。  

       今後の予定ですが、平成３１年度は、八千種の余田、庄地区で要望をしている

ところであります。  

河嶋重一郎議員 効果が出ているようであれば、今後においても推奨いただくようお願いしてお

きます。  

       次に、農地利用最適化推進委員についてお尋ねします。  

       ２０１６年４月施行の改正農業委員会法で新設された農地利用最適化推進委員

が任命されており、委員の役割ですが、今後、当町においても農地集積、遊休

農地の発生防止の取り組み等が増すと思いますが、そのような中、農地集積に

向けた地域との話し合い、参加などの役割を担ってもらうように、そのような

ことはできないものかと考えますが、どうでしょう。  

農林振興課長  議員ご指摘のとおり、改正農業委員会法においては、農地等の利用の最適化の

推進業務が強化されまして、具体的には担い手への農地集積集約化、耕作放棄

地の発生防止、解消、新規参入の促進といった業務に積極的に取り組むことと

なっております。  

       農業委員と農地利用最適化推進委員の役割につきましては、農地法の審査の際

に最適化推進委員には採決権がないことくらいで、それぞれに指導担当集落を

割り振って活動していただいております。高齢化、担い手不足、農産物の価格

低迷、天候不順など、近年の農業を取り巻く状況は、大変厳しくなっておりま
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す。農業委員会の働きで地域農業による地域の良好な環境が維持できるのかと

いうと、集落ぐるみやもっと広域での取り組みが大切であると考えております。  

       あなたの集落の農地、５年後は大丈夫というテーマで、農業委員、農地利用最

適化推進委員、農会長の合同研修を３月１日に開催しました。グループ討議で

それぞれの地域や個人で抱えている悩みや課題を挙げていただきまして、活発

な議論が交わされました。今後は、問題点の整理や解決方法について研修を進

めて、実践につなげていきたいと考えております。  

議    長  質問途中でございますけれども、暫時休憩をとりたいと思います。  

       再開につきましては１０時５０分、よろしくお願いいたします。  

◇ 

休憩 午前１０時３０分 

再開 午前１０時４７分 

◇ 

議    長  少し早いですけれども、一般質問を再開したいと思います。  

河嶋重一郎議員 それでは、次の質問に移らせていただきます。  

       介護サービスについてお尋ねします。ありふれた質問になるかもしれませんが、

よろしくお願いいたします。  

       私たちの年代の者が集まると、将来、介護の話がよく出ることがあります。２

０２５年には団塊の世代の全てが７５歳以上となり、介護を要する人や認知症

になる人はさらに増すものと見られます。介護サービスについて、お尋ねする

のですが、どうすれば上手に介護サービスが受けられるのか。また、要介護認

定という制度がありますが、認定を受けるにはなかなか難しいとよく耳にする

のですが、認定するまでの決定条件等を教えていただきたいと思います。  

健康福祉課長  ６５歳以上の方が介護や支援が必要になったと思われましたら、本人、または

家族など代理の方が地域包括支援センターの窓口で介護保険の認定申請をして

いただくようになります。この申請の後、後日、認定調査員がご自宅等に訪問

いたしまして、心身の状態等について調査を行います。調査結果につきまして

は、コンピュータで判断され、さらに主治医意見書とともに介護認定審査会に

おいて審査、判定が行われるという手順となっております。  

河嶋重一郎議員 大変よくわかりました。  

       次に、最近よく聞く地域包括支援センターについて、業務内容等をお尋ねしま

す。 

健康福祉課長  保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーを配置しておりまして、高齢者の在

宅生活を支える総合的な支援を行っております。業務内容につきましては、介

護だけでなく、医療、保健などさまざまな領域の関係機関と連携いたしまして、

高齢者の生活課題に対応しておるところでございます。また、介護保険サービ

スを利用したい方の相談を受けておるほか、実際に申請に当たってのサポート

も行っております。  

河嶋重一郎議員 はい、わかりました。  

       次に、３点ほどお尋ねしたいと思います。  

       ケアマネジャー、ケアマネを選ぶのには、どうすればいいのか。また、介護保

険サービスを利用するにはどうすればいいのか。介護保険制度とは、どのよう

な制度で、どのような場合に利用できるのか、お尋ねします。  

健康福祉課長  先ほども申し上げましたが、要介護認定の結果が要支援１、２の方につきまし

ては、地域包括支援センターがケアマネとなります。それから、要介護１から

５の方につきましては、健康福祉課あるいは地域包括支援センターで居宅介護
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支援事業所のリストがございますので、その中から希望される事業所を選んで

いただくようになります。  

介護サービスの利用についてですが、在宅サービスを受けていただくには、

居宅介護支援事業所にケアプランの作成を依頼いたします。担当ケアマネが本

人や家族等と話し合い、１カ月ごとにケアプランを作成することでサービスを

利用することができます。  

       それから、制度ですが、介護保険につきましては、４０歳以上の方が加入者と

なりまして、保険料を納め、介護や支援が必要になったときには費用の一部を

負担して、必要なサービスを利用できる支え合いの制度となっております。  

河嶋重一郎議員 大変よくわかりました。  

       次に、このこともよく耳にするし、話題にも上がるのですが、介護が必要にな

ってもできるだけ自宅で暮らしたいと思った場合のことですが、そのようなと

きにはどのような介護サービスがあるのか、お尋ねします。  

健康福祉課長  在宅で生活しながら利用できるサービスにつきましては、例えば、訪問介護、

通所介護、訪問看護、福祉用具の貸与、住宅改修などがございます。  

河嶋重一郎議員 はい、わかりました。  

       それでは、次の質問に入らせていただきます。  

       臨時休校の授業時間の減少対策についてお尋ねします。  

       昨年は気象の変化が大きく、多くの災害が発生しましたが、今年は災害のない

年であることを願っております。そのような中、昨年は天候不順による休校が

多かったように思うのですが、生徒の安全を確保するために必要なことと思い

ます。そのために授業のおくれが新たな心配の種となります。年間の授業時間

の確保についてお尋ねします。天候不順や感染症による臨時休校を決定する条

件等を教えていただきたいと思います。  

学校教育課長  臨時休業については、天候不順による場合と、感染症による場合とで根拠とな

る法令が異なっております。天候不順による場合については、学校教育法施行

規則に規定があり、「非常変災その他急迫の事情があるときは、校長は臨時に

授業を行わないことができる。」とされています。感染症の場合は、学校保健

安全法に「学校の設置者は、感染症の予防上、必要があるときは臨時に学校の

全部または一部の休業を行うことができる。」と規定されています。  

       福崎町では、天候不順時の臨時休業の基準として、「登校する時点で福崎町に

大雨、洪水、暴風雪、大雪警報のいずれかが発令中のとき」と定めており、毎

年度初めに保護者に周知しております。感染症の場合は、学校において予防す

べき感染症として、学校保健安全法施行規則に規定されており、主なものとし

てインフルエンザ、百日ぜき、はしか、おたふく風邪、風疹、水ぼうそう、結

核、腸管出血性大腸菌感染症などとなっているところでございます。  

河嶋重一郎議員 はい、ありがとうございました。  

       それでは、次に、天候不順による過去５年間の臨時休校の推移はどうなってお

るか、お尋ねします。  

学校教育課長  丸１日の臨時休業だけでなく、早退などもありますので、臨時休業を行った授

業の時間数での答弁とさせていただきます。また、学校により授業時数が若干

異なりますので、町内の小学校、中学校それぞれの平均の推移とさせていただ

きます。  

       天候不順による推移は、平成２６年度は小学校で約２時間、中学校で約３時間。

平成２７年度は小学校４時間、中学校５時間。平成２８年度は小学校６時間、

中学校はなし。平成２９年度は小学校、中学校ともなし。平成３０年度は、１
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月末までの状況で小学校、中学校とも１５時間の臨時休業となっております。  

河嶋重一郎議員 思っていたよりも意外と少ないので安心いたしました。  

       それでは次に、臨時休校による授業時間減少の対策をお聞きします。  

学校教育課長  学校教育法施行規則により授業時数が示されております。年間指導計画を作成

する際には、余裕を見て授業時数が編制されておりまして、臨時休業等により

授業時数が減じた場合でも、定められた授業時数を下回ることはございません。

先ほど回答した臨時休業及び学年、学級閉鎖のときに減となった授業時数につ

いても振替授業を実施する必要はございませんでした。  

河嶋重一郎議員 はい、よくわかりました。  

       それでは、最後の質問に入りますが、今年は、はしかとインフルエンザが大流

行しており、大変心配なところですが、幼児園、小・中学校のはしか、インフ

ルエンザの予防と対策についてお尋ねします。  

学校教育課長  神崎郡３町の教育委員会において、医師などに参画いただいて、神崎郡学校生

徒児童園児結核感染症対策委員会を設置しておりまして、今年度も２月２２日

に開催いたしました。その中で、今年のはしかについて中播磨健康福祉事務所

から情報提供をいただき、協議いたしております。  

       はしかは空気感染し、感染力が強いため、予防はワクチン接種が有効で、予防

接種法に基づき、２回接種を受けることとされています。小学校就学時の就学

時検診等においてもワクチン接種の有無について確認をしているところでござ

います。学校等ではしかが発生した場合、まずは臨時休業等を検討し、爆発的

な流行を未然に防ぐ対策をとることが最優先されます。  

       インフルエンザにつきましては、飛沫感染ですので特に手洗いの励行により予

防することが可能です。学校、園でもうがいと手洗いの指導を継続し、園児、

児童生徒みずからが予防できる力を身につけるよう、指導してまいります。ま

た、予防接種についても、罹患した場合でも症状の悪化を軽減する効果もござ

いますので、町の助成制度を活用するよう周知しながら勧奨しているところで

ございます。  

河嶋重一郎議員 大変よくわかりました。  

       以上で、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。  

議    長  以上で、河嶋重一郎議員の一般質問を終わります。  

       次、３番目の質問者は、山口純議員であります。  

       質問の項目は  

       １、ＹｏｕＴｕｂｅでさらに活発に情報発信について  

       以上、山口議員。  

山口 純議員  議席番号８番の山口純です。私、この質問席に立たせていただくのは、１年９

カ月ぶりでございまして、皆さん、ご無沙汰しておりました。丁寧に質問して、

提案も少しさせていただけたらなと思っておりますので、よろしくお願いいた

します。  

       ＹｏｕＴｕｂｅでさらに活発に情報発信ということで、もはやインターネット

配信動画と言えばＹｏｕＴｕｂｅやというくらいに一般的になった媒体を利用

して、情報発信を行うことは、福崎町にとって非常に有益ではないかなと私は

考えております。福崎町の公式ホームページのトップからでもＹｏｕＴｕｂｅ

福崎町公式チャンネル、バナーが多分、かっぱの写真が載っていたと思うんで

すけども、公式ホームページのトップの右側にＹｏｕＴｕｂｅ福崎町公式チャ

ンネルへアクセスできるようになっていることからも、その有用性を認めてお

られるからだと私は考えております。つくる側、福崎町も、見る側、町民、そ
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のほかの、外から見られる住民さんもいらっしゃると思うんですが、余りお金

をかけずに手軽に情報収集ができる体制をつくることができる、ここではＹｏ

ｕＴｕｂｅという、最初、詳細で出しておったんですが、ＹｏｕＴｕｂｅある

いはＳＮＳを生かさない手はないと思いまして、今後の福崎町の情報提供のあ

り方を検討する材料にしていただきたく、質問と提案をしたいと思います。  

       福崎町公式チャンネルの中身を拝見いたしますと、確認したのが３月１２日の

お昼の３時現在でチャンネル登録者が９、動画のアップ数が５となっており、

福崎町の公式サイトのトップページに張りつけてある割には、ＹｏｕＴｕｂｅ

チャンネルのバナーが張りつけてある割には、ちょっと有効利用されていると

は言えないというふうに感じました。恐らくまちのホームページを訪れる方の

目的がＹｏｕＴｕｂｅを見ることにないからと私は考えるんですが、そこで確

認させていただきたいんですが、まず一つずついかせていただきますが、福崎

町公式ホームページのトップページへのアクセス数、１日、１カ月、１年と、

わかる範囲でデータがわかれば、ちょっと教えてください。  

企画財政課長  トップページへのアクセス数ですが、近年の３年平均で言いますと、１日平均

３４４件、１カ月平均ですと約１万５００件、年平均で言いますと１２万５，

７００件であります。  

山口 純議員  それでちょっと関連なんですけども、これはやっぱり多いほうなのか少ないほ

うなのかで言うと、いかがでしょうか。  

企画財政課長  近隣の市町と比べてはおりませんが、標準的ではないかと思っております。  

山口 純議員  この公式ホームページのトップページからＹｏｕＴｕｂｅ福崎町公式チャンネ

ルにアクセスされる回数、わかれば、教えていただきたいと思うのですが。  

企画財政課長  ＹｏｕＴｕｂｅなどの外部リンクへのアクセス数は現在、把握できない状況と

なっております。  

山口 純議員  把握できないということは、もう少し具体的にどういうことになるんですかね。  

企画財政課長  ＹｏｕＴｕｂｅの押下する回数というのがわからないと。でも、中身のごちそ

うサンバ体操とかの再生回数、これはご存じのようにその再生回数だけは確認

できるという状況であります。  

山口 純議員  了解しました。また、確認します、いろいろ。  

       ちなみに、このトップページから一番多くアクセスされるところベスト３とい

うか、そういうのがわかれば教えてください。  

企画財政課長  １番目が入札などのビジネス情報、２番目が役場の組織、３番目が福崎町の妖

怪となっております。平成３０年度の現在状況でございます。  

山口 純議員  ３番目の福崎町の妖怪というのは、要するに１番中心にあるトピックで出たも

の、妖怪ベンチが設置されましたよとか、そういう募集に関するようなことと

かそういうことですかね。  

企画財政課長  そのとおりでございます。  

山口 純議員  ありがとうございます。  

       関連といいますか、福崎町の公式ホームページ以外といいますか、そのほかに

関連施設で運用しているような公式ホームページ数がわかれば、ちょっと教え

ていただきたいんですが。  

企画財政課長  ホームページの数ですけども、福崎町公式ホームページを初めまして柳田國男

松岡家記念館、歴史民俗資料館、図書館など１０のホームページがございます。

関連組織としましては、観光協会のホームページがございます。  

山口 純議員  その１０のホームページの運用責任者というところをちょっと教えてもらいた

いのと、観光協会のホームページは全く別の組織が運営しているということに
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なるわけですかね。  

企画財政課長  運用のほうは、責任者は当然、町長になろうかと思うんですけども、そういう

運用の規定といいますか、広報の担当、また総務課長の審査を経てホームペー

ジなどには掲載しているところでございます。観光協会につきましては、協会

長がその運用責任者になろうかと思います。  

山口 純議員  今、公式ホームページのことをざっくり聞かせていただいたんですが、その次

に、ＹｏｕＴｕｂｅとかＳＮＳ、ここではＳＮＳというと、それがそのままの

名前じゃなくて、要するにＴｗｉｔｔｅｒとか、町長も利用されているＦａｃ

ｅｂｏｏｋであったりとか、Ｉｎｓｔａｇｒａｍとか、あとＬＩＮＥとかもあ

りますが、ＬＩＮＥなんか特に今、いろんな市で利用されてる実態があるよう

ですけれども、そういったＹｏｕＴｕｂｅ、ＳＮＳなどの情報発信ツールは全

部でいくつあるのか、お尋ねします。また、これらは何か統一的な決まりに基

づいて運用されているのかどうか、お尋ねいたします。  

企画財政課長  ＳＮＳについてですが、ＹｏｕＴｕｂｅは町としての福崎町公式チャンネルと

観光協会のチャンネルがございます。Ｔｗｉｔｔｅｒにつきましては、文化セ

ンターと全国妖怪造形コンテストが、Ｆａｃｅｂｏｏｋにつきましては、エル

デホールと全国妖怪造形コンテスト、また観光協会が情報発信ツールとして利

用しております。この運用についてですけども、担当課において今、管理運用

されているところでございます。  

山口 純議員  なるほど、わかりました。私がちょっと見た限りにおいての質問になってしま

うんですが、文化センターのＴｗｉｔｔｅｒなどは２０１８年の情報から更新

がされてないようなんですけれども、これを把握されているかどうかというこ

とと、ほかにも更新されずに、ちょっと言い方は悪いですが、塩漬けになって

いるようなサイトというのはありますか。  

社会教育課長  文化センターでは、Ｔｗｉｔｔｅｒに行事予定をアップしておりましたが、議

員ご指摘のとおり美術展の公募から更新をしておりませんでした。社会教育施

設では、ほかにはエルデホールがＦａｃｅｂｏｏｋでイベント情報の発信を行

っておりますので、文化センターでもより多くの人の目にとまるよう、同じよ

うに情報の発信に努めてまいりたいと思います。  

山口 純議員  また関連の一つなんですけれども、文化センターでＴｗｉｔｔｅｒ、妖怪のコ

ンテストの関係でＴｗｉｔｔｅｒ、ＦａｃｅｂｏｏｋといろんなＳＮＳ使われ

ていますけれども、やっぱりこれはその担当というか、その施設に合った情報

の発信の仕方でＴｗｉｔｔｅｒを選んだのか、Ｆａｃｅｂｏｏｋを選んだのか

という部分がちょっとわかれば教えていただきたいんですが。なぜＴｗｉｔｔ

ｅｒを選んだのか。なぜＦａｃｅｂｏｏｋをやるのかいう部分が大体ざっくり

わかればいいと思うんですが。  

社会教育課長  みんなで協議して、この媒体でいこうというふうに決定したわけではございま

せんので、多分そのときの担当が自分が一番わかりやすいメディアを選んだん

だと思います。  

山口 純議員  やっぱり今なんかはもうアメリカのトランプ大統領がＴｗｉｔｔｅｒを使って

発言するぐらいの時代になってるんで、あの方、７２歳なんで、やっぱりちょ

っと時代は変わってるんかなという印象を受けますが、なんせそのＴｗｉｔｔ

ｅｒとかＦａｃｅｂｏｏｋであったりとかっていうのは、要するに多くの人が

利用しているから、ここで情報発信をすれば多くの人に伝わるであろうという

思いからやられていると思います。  

       この情報発信ツールをもっと生かすほうがいいと思うんですね。非常に今聞い
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ているとちょっともったいないことをされてるんじゃないかなと思いました。

これまでの情報発信の更新、要するに紙媒体の広報とか福崎町の公式ホームペ

ージ、その更新と合わせて、ＳＮＳなどの更新もやっぱり同時にはやっていた

だけたらなと思います。  

       情報発信の目的などを使いわけて、さまざまな媒体で情報発信することをメデ

ィアミックスというそうです。したがって、広報や公式ホームページのように

全て載せる必要はないわけですよね。注目トピックのみを選んで載せればそれ

で結構かなと思います。紙媒体とか公式のホームページというのは縦軸で考え

たとしたら、ＹｏｕＴｕｂｅとかＳＮＳの機能というのは横軸で考えて、その

情報を横断してとっていって、情報発信をしていけばいいのかなというふうに

思います。  

       それで、その際にもちろんその情報だけを出せばいいとは思うんですけれども、

さらに発展的にできるようなことがあればええなと思って、ちょっとお尋ねし

たいことがあるんですが、去年から就任された観光大使のこれからのスケジュ

ール、ちょっと教えていただければと思います。  

地域振興課長  観光大使は、福崎町の観光振興等を効果的かつ効率的に推進するためのＰＲ活

動を行うことを主な役割と定めており、町内外で実施されるイベント等に出演

いただく予定としております。イベントへの出演依頼を受けてからの調整とな

ることから、長期的なスケジュールについては未定の状況でございます。  

山口 純議員  伺うところによると、観光大使が効果的、効率的に活躍してもらう場というも

のをやっぱりつくっていかなあかんのかなというふうな気がするんですね。福

崎町は観光大使だけじゃなくて、さまざまなキャラクターいますよね。ゆるキ

ャラのフクちゃん、サキちゃんであったりとか、特にガジロウさんとかいらっ

しゃいますけど、これらにも活用してもらえるような場をＹｏｕＴｕｂｅとか

ＳＮＳやったらつくれるんじゃないかなというふうには考えております。  

       そこで、ちょっと資料を配らせていただいていたものがあって、そこでちょっ

と提案ということでお話をさせていただこうかなと思うのですが、やっぱり文

化センターのＴｗｉｔｔｅｒとかほかの情報発信ツールなんか見ても、ちょっ

とＦａｃｅｂｏｏｋのほうはちょっと僕自身がまだやってないというのがあっ

て確認ができてないんですけど、やっぱりどれだけのアクセスがあってという

のは全部管理者側のほうは見れて確認できるわけですが、やっぱりいかんせん

町内の人がＴｗｉｔｔｅｒを使って情報発信してるとか、ＹｏｕＴｕｂｅでこ

ういうふうな映像やってますよというのは、やっぱりちょっとまだ完全に多く

の人に伝わってないのかなという印象がありまして、やっぱり一番重要なのは、

まずは宣伝、告知せな使ってもらえないというところがあると思います。まず

はＹｏｕＴｕｂｅやったらチャンネル登録というやつですね。Ｔｗｉｔｔｅｒ

とかＦａｃｅｂｏｏｋやったらフォローというのを既存の広報紙を使って呼び

かけをするということが一つ重要かなと思います。結局、後からも言いますけ

れども、そこまで細かく決めずに、余り気負わずにできるのが多分ＳＮＳとか

ＹｏｕＴｕｂｅのいいところやと思うんで、段階的に情報の発信を増やしてい

けばいいと思うんですね。要するに、どれくらいやればどれくらいの反応があ

るかというのをまず見るためには、まず登録、フォローを既存の広報紙や公式

ホームページで呼びかけるということをやられると一番いいのかなというふう

に私は思いますので、提案したいと思います。  

       ＹｏｕＴｕｂｅ発信とＳＮＳの発信の特徴ということで、資料では書かせてい

ただいておりますけれども、ＹｏｕＴｕｂｅ発信の特徴といたしましては、も
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うちょっと当たり前のことをしゃべりますけれども、動画、音楽、字幕を駆使

したインパクトある発信が可能、特に百聞は一見にしかずで、ガジロウがこん

なに怖いんやというのも映像で見せたら一発でわかると、だからＹｏｕＴｕｂ

ｅの定住促進の動画とかというのはすごいインパクトがあるから、動画の再生

数も３万回を超えているというような状態やと思います。  

       これで、例えば、今後もしやるとしたら、例としまして、４月１日の交通広場

の開通式がありましたよみたいなやつとか、５月１日の○○まるしぇの様子で

あったりとか、１０月某日にある観光交流センター竣工式の様子、こういうの

がありましたよという。  

       それで、収益化するには、さまざまなハードルを越えなければならないという

ことを資料に書かせてもらっているんですが、これはその資料の１から４まで

ずらっとちょっと情報を出させてもらっとんですけれども、ＹｏｕＴｕｂｅと

いうのはいろいろ条件がありまして、チャンネル登録者を、僕は呼びかけたら

１，０００人は軽くすぐ超えると思っています。チャンネル登録者が１，００

０人超えた後、収益化するためにはそういう条件があって、チャンネル登録者

が１，０００人越えなければならないとか、公開動画の総再生時間が過去１２

カ月以内で４，０００時間以上であると。これ要するに２４万分ということな

んですけど、相当ハードルが今高くなっています。実際、収益化するのはまだ

まだ前段階の話で、こういうふうな可能性もあるんだという程度でちょっとと

どめておいていただければと思います。  

       そして、ＳＮＳ発信の特徴であります。福崎町各種ホームページの情報を横断

して提供する役割が期待できると。先ほども言いましたけれども、縦軸の情報

網から横軸のＹｏｕＴｕｂｅとかＳＮＳで情報をとって、それを発信していく

という形が、ＳＮＳはそれが特徴やと僕は思ってます。  

       これも例でちょっと言わせていただきますと、地域振興課より、新元号を祝っ

て、５月１日○○まるしぇ開催のお知らせ。その後に必ずＵＲＬを載せるんで

すね。これは公式ホームページにつながるものであったりとか、ＹｏｕＴｕｂ

ｅの動画サイトにつなげるような形をとると。また例をちょっと言わせていた

だきますと、総務課より、人手が足りません、認定こども園職員募集のお知ら

せとかね。社会教育課より、半額セール、福崎町史値下げのお知らせ。まちづ

くり課より、式典の様子をダイジェスト。４月１日に福崎駅前交通広場開通式

が行われました。ＹｏｕＴｕｂｅのＵＲＬ、など、こういうような簡単なふれ

込みを書いて、これは必ずＵＲＬというのを載せておいて、実際に行ってもら

いたいチャンネルのほうにつなげるというような形をとるのが一番いいと思う

んですね。このＵＲＬを添付することによって、その公式ホームページ、ＳＮ

Ｓ、ＹｏｕＴｕｂｅとか、要するにネット上で簡単に目的のサイトを行き来で

きるようになると。これ、何で申しますかといいますと、公式のホームページ

って自分で探してどんどん押していかなければならないという難しさがあって、

結構掘り下げて探していくのが難しかったりするんですね。それが、Ｔｗｉｔ

ｔｅｒとかそういうふうな簡単なツールで、ある種トピックであったりとか、

今、話題の情報みたいなのを出して、そしてＵＲＬを張りつけることによって、

目的の説明欄とかにすぐたどり着けるような体制を整えることができると思い

ます。  

       こういうふうなことで、結果、やっぱり一番思うのは、広報紙とか公式ホーム

ページを見ない人、あるいはそういうものが届かない人、これは要するに町外

の人ということになると思うんですけども、やっぱり福崎町民はもとより、町
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外で広報紙が届かない人、公式ホームページを見ない人にも低コストで情報提

供が可能かと私は考えております。特に、何回も今申しておりますように、何

かお得な情報であったりとか、町史が半額になるというお得な情報であったり

とか、イベント開催を呼びかける際に特に便利かなというふうには思いました。

もちろん、特に○○まるしぇとかの、今、やっぱり店舗さんとか、ある種常連

さんはいらっしゃるかもしれませんが、新規のいろんな方を募集するときには、

やっぱりＳＮＳとかそういうインターネットを利用して、いろんなイベントを

探しているという方々もいらっしゃると思いますので、よりたくさんの人が使

っているソーシャルネットワークを使って、情報発信するというのが非常に有

益かなと思います。とにかく、いきなり完璧を求めなくとも、少しずつやり方

を変えていって、福崎町ができる情報提供のあり方を模索することが重要であ

ると思っております。町民に開かれた行政、政治を実現するためには、ひとえ

に共通の認識をどれだけ多くの人と持てるかであるかというふうに考えます。  

       とにかく今は情報を発信する媒体が細分化している時代なんで、それに合わせ

て福崎町も情報発信のあり方を変えていくべきだと私は思っております。特に、

ＹｏｕＴｕｂｅ福崎町公式チャンネルやそのほかのＳＮＳというのは、将来伸

びる可能性を大いに秘めていると考えております。ここで１１号議案、今回の

議案に上がっております福崎町第５次総合計画基本計画、後期基本計画にも、

３カ所ほど、目立つところでＳＮＳの情報発信がありますけれども、まちづく

りの柱ということで、第１章の地域づくり・行政とか、情報化と広域行政とい

うところで、地域密着の情報発信力を高めるため、ＳＮＳなどの利用活用を推

進する必要があります、であったりとか、第５章の産業振興の商工業のところ

でも、インターネットなどで情報を提供するとか書いてあったりですね、最後、

観光ですね、これ、産業振興の観光、一番これから力が入っていくところやと

思うんですが、若者などのニーズに対応したＳＮＳによる情報発信を行うとと

もに、新聞社や民間の情報提供、地元企業と連携した情報発信、地域の魅力を

活用したイベントを開催しますみたいな、そういうふうなことを書いてあった

りしております。  

       とにかく、この計画にも上げられているとおり、情報提供と共有の推進が強く

実現していく、私、提案させていただいていると思っております。今後、さら

に進むと思われるインターネットとテレビの融合など、またその放送の電波の

話もこれからまたちょっと出てくる可能性もありますので、ぜひ福崎町には将

来を見据えた情報発信の拡大、これはもう必須やと思っております。その辺に

ついて、町長、何か答弁があれば一言お願いできませんか。  

町    長  いろんなご提言、ありがとうございます。こういったような媒体が非常にたく

さんできておるということと、それとともに技術刷新というんでしょうか、そ

れら等が非常に早いといったようなところがネックになっておるのかなという

ようにも思いますし、入りにくさ等々があるのかなというように思っておりま

す。 

       職員そのものは、個人的にはＳＮＳにそれぞれ参加をし、それぞれの情報を得

るといったような事柄はしておるのではないのかなというように私個人的には

思うわけでありますけれども、しかし、携帯電話等々を含めた形の中で、まだ

ガラケーの職員もおることも事実でありまして、それら等を含めまして、どう

いったような情報の中に入っていく、その一番簡単なのは、携帯電話から入っ

ていくというのが一番簡単なんですが、それら等も含めた形の中でといったよ

うな形です。  
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       言われましたように、このＹｏｕＴｕｂｅ等々を使った形の中でのメディアミ

ックスとか注目トピックでありますとか、そういったような関連については、

そのような観点を持ってというのは、これは職員にも持ってほしいですし、そ

れら等が我々行政に生かせるのであればといったような形にもなろうかと思い

ます。今、言われましたように、公式ホームページの中にある分野でも、その

分野の見出し、見出しをその中に載せていって、そこから入ってもらうといっ

たような形なんかもあるのかなと、お話を聞かせていただきながら、そのよう

に思いました。私自身も使うわけでありますけれども、どこらへんまで使って

いるのか、自分自身も使いながらわかっていないという状態でありますので、

それら等を含めまして、またＹｏｕＴｕｂｅ等々に入る、アクセスできるよう

な形の分野を仮に教えていただけるような事柄があれば、またそのようにお願

いしたいというように思っております。  

       いずれにいたしましても、議員ご指摘のように、我々の、議案を出しておりま

すその中におきます分野でも、商工とか観光とか、そういったような形の中で

は、情報といったような形の中での文言が入っておるというのは確かでござい

まして、そのような形の中での取り組みは非常に大切ではないのかなというよ

うに私自身は思っております。  

山口 純議員  観光交流センターとか、やっぱり新しい施設が続々とできて、これをしっかり

と情報発信していくという、要するにツールを増やすということですね。広報

とかテレビだけじゃなくて、今の時代、テレビを見ないという層も、世代もい

るというふうなことなんで、そうなってくるとやっぱりＳＮＳとかっていう発

信というのも、ある種重要になってくるかと思います。やっぱりそれはその世

界につながってるということもあるので、やっぱり外国の人にも見やすいとい

うのもあって、だからこそ妖怪ベンチ、妖怪のコンテストなんかは海外からの

応募もあるというような形があると思いますので、ぜひできるところから、ま

た丁寧にまとめて情報の発信をしていけるような体制を整えていただければと

いう願いを込めて、私の一般質問、終わらせていただきます。  

議    長  以上で、山口純議員の一般質問を終わります。  

       本日の一般質問は、これにて終了いたします。  

       以上で、本会議３日目の日程は全て終了いたしました。  

       次の定例会４日目は、３月２５日月曜日、午前９時３０分から再開いたします。  

       本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでございました。  

 

散会 午前１１時３１分 

 


